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木村健二　　在朝日本人実業家二世・三世の「内地留学」

特　
　

集在
朝
日
本
人
実
業
家
二
世
・
三
世
の
「
内
地
留
学
」

木　
　

村　
　

健　
　

二

　

そ
の
ほ
か
で
も
、
在
朝
日
本
人
二
世
・
三
世
の
内
地
へ
の
留
学
に
関
す
る
研
究

は
、
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
本
土
や
ハ
ワ
イ
に
お
け
る
日
系

二
世
の
日
本
留
学
に
関
し
て
は
、
ぶ
厚
い
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も

吉
田
亮
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
で
は
、
移
民
が
国
境
を
交
差
し
て
活
動
す
る

際
の
象
徴
的
存
在
と
し
て
「
越
境
教
育
の
活
動
」
を
位
置
づ
け
、
と
り
わ
け

一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
活
動
の
背
景
や
、
当
該
地
域
社
会
と
個
人
に
及
ぼ
す
影

響
・
意
味
に
関
し
て
考
察
し
て
い
る

（
（
（

。
ま
た
、
同
じ
関
西
の
マ
イ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン

研
究
会
は
、
留
学
生
に
と
っ
て
、
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
と
は
ど
う
い
う
時
代
で

あ
っ
た
の
か
、
そ
こ
で
の
生
活
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
考
察
し
て
い

る
（
（
（

。

　

そ
う
し
た
研
究
史
の
中
か
ら
、
送
り
出
す
側
の
意
図
や
期
待
、
受
け
入
れ
側
の

体
制
や
方
針
、
留
学
の
結
果
や
影
響
な
ど
に
関
し
て
ま
と
め
て
み
る
と
、
以
下
の

よ
う
に
な
ろ
う
。

　

ま
ず
、
送
り
出
し
の
意
図
や
期
待
に
関
し
て
は
、
小
島
勝
は
、
日
米
関
係
悪
化

の
な
か
で
、「
日
本
文
化
・
日
本
精
神
」
の
再
評
価
を
求
め
る
一
世
に
よ
る
二
世

の
日
本
留
学
推
奨
が
な
さ
れ
た
こ
と
や
、
円
価
低
落
に
よ
る
経
済
的
理
由
、
就
職

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、一
九
四
〇
年
時
点
で
七
〇
万
人
を
超
え
る
日
本
人
が
朝
鮮
に
在
住
し
、

そ
の
う
ち
の
二
世
・
三
世
の
教
育
を
め
ぐ
る
環
境
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

か
、
と
く
に
高
等
教
育
を
求
め
て
内
地
に
「
留
学
」
す
る
も
の
た
ち
の
接
触
領
域

が
い
か
な
る
形
で
展
開
し
た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
検
討
対
象

は
、明
治
初
年
に
は
も
っ
と
も
多
く
の
朝
鮮
在
留
者
を
出
し
た
長
崎
県
出
身
者
で
、

と
く
に
土
着
の
実
業
家
層
の
子
ど
も
に
限
定
し
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
内
地
へ
の
留

学
が
何
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
何
を
得
た
の
か
を
明
ら

か
に
し
て
み
た
い
と
考
え
る
。

　

当
該
テ
ー
マ
に
関
す
る
研
究
史
と
し
て
は
、
日
本
帝
国
に
お
け
る
高
等
教
育
の

問
題
に
つ
い
て
、
と
く
に
朝
鮮
と
台
湾
の
「
植
民
地
大
学
」
を
比
較
史
的
に
取
り

上
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
が
あ
り
、
制
度
や
学
知
、
そ
し
て
機
能
や
遺
産
に
関

す
る
分
析
が
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
「
学
生
生
活
調
査
」
を
利
用
し
た
親
の
職
業

や
就
職
先
な
ど
興
味
深
い
論
考
が
あ
る
が
、
両
地
に
在
住
し
た
内
地
人
学
生
の
内

地
留
学
に
関
し
て
取
り
上
げ
た
も
の
は
な
い

（
（
（

。
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場
所
の
必
要
か
ら
く
る
実
際
的
理
由
、
日
系
市
民
の
使
命
遂
行
（
大
和
民
族
の
長

所
を
受
け
継
ぎ
、
日
米
文
化
の
融
合
と
平
和
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
）、
日
本
婦

人
の
も
つ
謙
譲
美
に
よ
り
謙
譲
的
で
和
合
的
な
家
庭
的
雰
囲
気
の
慰
安
を
形
成
す

る
た
め
、
宗
教
団
体
に
よ
る
連
繋
的
理
由
（
浄
土
真
宗
に
お
け
る
開
教
使
育
成
）、

漠
然
と
し
た
憧
れ
と
時
代
風
潮
（
日
布
時
事
の
記
者
で
あ
っ
た
山
下
草
園
）
な
ど

を
あ
げ
て
い
る

（
（
（

。
東
栄
一
郎
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
行
わ
れ
た
二
世
に
よ
る
日
本

見
学
団
の
企
図
し
た
も
の
が
、
親
た
ち
の
世
界
観
を
反
映
し
た
「
架
け
橋
論
」
で

あ
っ
た
と
す
る
山
本
恵
里
子
の
論
考

（
（
（

を
ふ
ま
え
つ
つ
、
そ
れ
が
三
〇
年
代
に
な
る

と
、「
国
家
の
論
理
で
ゆ
が
め
ら
れ
、
国
益
に
貢
献
す
る
も
の
へ
と
変
容
し
て
い
っ

た
」
と
す
る

（
（
（

。

　

受
け
入
れ
側
に
関
し
て
は
、
日
本
力
行
会
の
永
田
稠
や
、
早
稲
田
大
学
出
身
で

野
田
醤
油
株
式
会
社
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
労
働
組
合
問
題
と
労
務
管
理
の
研
究
を
行

い
、
傍
ら
『
移
植
民
と
教
育
問
題
』（
一
九
三
三
年
）
を
著
し
た
大
塚
好
な
ど
の

主
張
、そ
し
て
東
京
の
日
米
学
院（
一
九
三
〇
年
仏
教
系
留
学
生
寄
宿
舎
日
米
ホ
ー

ム
の
創
設
を
通
し
て
、
一
五
、六
歳
を
対
象
と
し
て
一
世
の
理
想
＝
二
世
の
ア
メ

リ
カ
市
民
権
と
民
族
性
の
両
立
を
め
ざ
す
）、
日
本
力
行
会
の
留
学
生
学
園
（「
教

育
的
価
値
の
認
識
」
を
掲
げ
、
真
の
日
本
精
神
の
体
得
が
米
国
建
国
の
精
神
を
体

得
し
、
善
良
な
る
米
国
市
民
た
り
得
る
と
説
く
）、
瑞
穂
学
園
（
一
九
三
二
年
に

外
務
省
と
拓
務
省
の
後
援
で
作
ら
れ
た
海
外
教
育
協
会
に
よ
る
民
族
の
海
外
発
展

の
基
石
た
ら
し
め
ん
と
し
た
）、
早
稲
田
国
際
学
院
（
一
九
三
五
年
早
稲
田
大
学

の
附
属
機
関
で
、大
学
進
学
準
備
教
育
と
と
も
に
、日
本
精
神
を
強
調
す
る
教
育
）、

恵
泉
女
学
園
留
学
生
特
別
科
（
河
井
道
子
に
よ
り
一
九
三
五
年
に
二
世
留
学
援
助

に
よ
り
国
際
主
義
的
風
潮
の
回
復
を
め
ざ
す

（
（
（

）、
日
語
文
化
学
校
日
系
米
人
部

（
一
九
三
三
年
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
営
、
日
本
語
を
教
え
る
学
習
援
助
の
場
と
し
て

開
設

（
（
（

）、
熊
本
（
熊
本
海
外
協
会
各
地
支
部
が
斡
旋
し
、
九
州
学
院
・
大
江
高
等

女
学
校
、
九
州
女
学
院
等
に
よ
り
、
誘
惑
が
少
な
い
の
と
経
費
が
安
い
の
と
で
勧

誘
（
（
（

、
い
ず
れ
も
キ
リ
ス
ト
教
系
の
私
学
で
他
の
一
般
学
生
と
同
様
に
婦
人
宣
教
師

の
助
手
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
）
な
ど
の
活
動
に
関
す
る
研
究
が
あ
る
。

　

留
学
の
結
果
・
影
響
に
関
し
て
は
、
国
家
主
義
的
教
育
に
影
響
を
受
け
た
日
系

二
世
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
駐
日
ア
メ
リ
カ
政
府
外
交
官
に
強
い
危
機
感
を
も

た
さ
せ
た
り
、「
弊
害
の
最
た
る
も
の
は
、
日
系
二
世
の
帰
属
の
不
明
確
化
と
い

う
問
題
」（
東
栄
一
郎
）
と
い
う
結
果
を
生
ん
だ
り

（
（1
（

、
自
身
が
日
本
人
や
日
系
二

世
に
対
し
て
差
別
的
な
見
方
を
無
意
識
の
う
ち
に
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ

れ
、
日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
境
遇
に
思
い
を
は
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
（
水
野
真
理
子

（
（1
（

）、
日
本
へ
留
学
し
て
仏
教
を
学
ん
だ
こ
と
が
「
私

た
ち
の
宗
教
」
と
し
て
精
神
的
拠
り
所
と
な
っ
て
強
制
収
容
所
や
再
定
住
の
過
程

で
浸
透
し
て
い
く
原
動
力
と
な
っ
た
こ
と
（
守
屋
友
江

（
（1
（

）、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
日
語
文
化

学
校
に
お
け
る
日
本
語
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
、
戦
後
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
日

本
語
教
育
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
（
竹
本
英
代

（
（1
（

）、
ハ
ワ
イ
へ
の
「
帰
米
」
二
世

に
と
っ
て
の
沖
縄
就
学
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
、
厳
し
い
葛
藤
や
資
源
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
（
野
入
直
美

（
（1
（

）
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
在
米
日
系
二
世
の
日
本
留
学
と
、
在
朝
日
本
人
の
「
内
地
留
学
」
と

を
、
直
接
比
較
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
で
き
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し

か
も
、
在
米
二
世
の
場
合
は
、
日
本
語
教
育
も
必
要
で
あ
り
、「
帰
米
」
す
る
こ

と
も
期
待
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
在
朝
日
本
人
の
場
合
は
、
日
本
の
一
地

方
か
ら
東
京
に
進
学
す
る
場
合
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
状
況
に
あ
っ
た
と
い
え
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る
。
就
職
先
も
恐
ら
く
、
長
男
で
あ
っ
て
も
必
ず
朝
鮮
に
戻
っ
て
就
職
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

水
野
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
日
本
内
地
に
「
留
学
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
改
め

て
朝
鮮
と
い
う
も
の
を
見
直
す
機
会
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
、
そ
の
点
に
着
目
し
て
本
稿
は
、
あ
え
て
「
留
学
」
と
い
う
範
疇
と
し
て
在
朝

日
本
人
の
日
本
内
地
へ
の
進
学
を
取
り
上
げ
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
察
す

る
こ
と
に
し
た
。

１
．
朝
鮮
生
れ
の
増
加
と
教
育
環
境

①
一
九
三
〇
年
及
び
一
九
四
〇
年
の
朝
鮮
生
れ

　

一
九
三
〇
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
在
朝
日
本
人
は
五
二
万
七
〇
一
六
人
で

あ
り
、
そ
の
う
ち
「
朝
鮮
生
れ
」
は
一
五
万
四
九
五
四
人
に
の
ぼ
り

（
（1
（

、
全
体
の

二
九
・
四
％
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
内
地
の
実
家
に
も
ど
っ
て
出
産
し
た
場
合
に

内
地
生
れ
と
記
入
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
実
際
に
は
も
う
少
し
多
か
っ
た
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。

　

一
九
四
〇
年
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
表
１
に
示
す
よ
う
に
、
在
朝
日
本
人
は

七
〇
万
七
三
三
七
人
で
、
そ
の
う
ち
朝
鮮
生
れ
は
二
二
万
六
三
〇
二
人
に
達
し
、

そ
の
比
率
は
三
二
％
に
の
ぼ
っ
た
。
た
だ
し
、
も
う
少
し
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
一
九
三
〇
年
と
同
様
で
あ
る

（
（1
（

。
な
お
、
年
齢
階
級
別
に
示
し
た
六
〇
以
上
の

人
口
一
五
九
人
は
、
一
八
八
〇
年
以
前
の
朝
鮮
生
れ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
考

え
難
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
約
三
分
の
一
が
朝
鮮
生
れ
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る

（
一
九
三
〇
年
代
に
親
に
連
れ
ら
れ
て
朝
鮮
に
渡
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
一
定
数
い

た
と
思
わ
れ
、
そ
の
部
分
も
含
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
そ
の

実
数
は
不
明
で
あ
る
）。

　

も
う
一
度
表
１
に
も
ど
っ
て
、
ど
こ
の
生
れ
か
に
関
係
な
く
年
齢
階
級
別
人
数

を
み
る
と
、
五
～
九
歳
、
一
〇
～
一
四
歳
、
一
五
～
一
九
歳
、
二
〇
～
二
四
歳
の

い
ず
れ
も
が
六
～
七
万
人
の
人
口
で
、
一
九
三
〇
年
代
に
学
齢
期
を
迎
え
た
こ
と

に
な
る
。

②
教
育
環
境

　

朝
鮮
に
お
け
る
教
育
機
関
は
、
初
等
教
育
に
関
し
て
は
、
一
八
七
七
年
の
釜
山

日
本
人
居
留
地
役
所
内
に
作
ら
れ
た
初
等
学
校
を
嚆
矢
と
し
、
日
露
戦
後
に
は
中

年齢 朝鮮生れ 内地生れ その他生れ 計
0～4 74,389 17,892 816 93,097
5～9 55,150 21,356 718 77,224
10～14 40,491 21,617 762 62,870
15～19 26,322 44,746 912 71,980
20～24 14,635 51,517 767 66,919
25～29 9,468 68,622 598 78,688
30～34 3,681 61,114 416 65,211
35～39 967 48,951 204 50,122
40～44 512 39,315 80 39,907
45～49 301 30,607 46 30,954
50～54 130 25,414 33 25,577
55～59 97 19,097 21 19,215
60～64 79 12,771 23 12,873
65～69 33 7,025 10 7,068
70～74 25 3,492 9 3,526
75～79 13 1,370 4 1,387
80以上 9 707 3 719
計 226,302 475,613 5,422 707,337

出典：�朝鮮総督府『朝鮮昭和十五年国勢調査結果報告』（『韓国統計
月報』第1,2号、韓国経済企画院統計局、1962年）、70頁より。

表１　朝鮮国勢調査年齢及出生地別内地人
� （1940年、単位：人）
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等
学
校
を
含
め
た
居
留
民
団
立
の
学
校
が
各
地
に
作
ら
れ
、
韓
国
併
合
後
、

一
九
一
三
年
の
居
留
民
団
廃
止
以
降
は
、「
学
校
組
合
」
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、

一
九
一
一
年
公
布
の
「
朝
鮮
教
育
令
」
に
基
づ
く
朝
鮮
人
側
の
普
通
学
校
と
併
存

す
る
形
と
な
っ
た

（
（1
（

。

　

つ
い
で
、
一
九
二
二
年
の
「
新
朝
鮮
教
育
令
」
に
よ
っ
て
、「
内
鮮
共
通
の
精

神
で
同
一
制
度
の
下
に
置
く
」
と
さ
れ
た
。
た
だ
し
、「
国
語
常
用
者
」（
尋
常
・

高
等
小
学
校
、
中
学
校
・
高
等
女
学
校
）
と
「
国
語
を
常
用
せ
ざ
る
者
」（
普
通

学
校
・
普
通
学
校
高
等
科
、
高
等
普
通
学
校
・
女
子
高
等
普
通
学
校
）
に
区
分
さ

れ
、
基
本
的
に
前
者
に
内
地
人
が
、
後
者
に
朝
鮮
人
が
通
う
と
さ
れ
、「
特
別
ナ

ル
事
情
ア
ル
場
合
ニ
於
ケ
ル
相
互
入
学
ノ
規
定
ヲ
設
ケ
」
と
あ
っ
て
、
若
干
名
が

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
に
通
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
実
業
教
育
・
師
範
教
育
・
大
学
教
育
に
関
す
る
規
定
も
定
め
ら
れ
、
実

業
学
校
に
関
し
て
は
、
商
業
・
工
業
・
農
業
学
校
で
、
内
鮮
共
通
と
し
、
普
通
教

育
六
年
修
了
者
に
三
～
五
年
、
八
年
修
了
者
に
二
～
三
年
（
商
業
は
三
年
）
の
教

育
を
施
す
と
さ
れ
た
。
師
範
教
育
に
関
し
て
は
、
内
鮮
共
学
で
、
内
地
よ
り
や
や

入
学
資
格
を
低
く
設
定
さ
れ
、
尋
常
小
学
校
又
は
普
通
学
校
卒
業
程
度
と
し
、
男

子
七
年
、
女
子
六
年
の
教
育
を
施
す
と
さ
れ
た
。
一
九
二
四
年
度
よ
り
開
始
の
大

学
予
科
は
二
年
間
で
、
中
学
校
ま
た
は
高
等
普
通
学
校
卒
と
し
、
一
九
三
四
年
か

ら
は
中
学
校
又
は
高
等
普
通
学
校
四
年
修
了
者
で
修
業
年
限
三
年
と
さ
れ
た
。
大

学
は
一
九
二
六
年
度
よ
り
法
文
学
部
と
医
学
部
が
開
始
さ
れ
、
理
工
学
部
は

一
九
四
一
年
に
設
置
さ
れ
た

（
（1
（

。

　

か
く
し
て
、
一
九
三
一
年
時
点
で
は
、
中
学
校
は
一
一
校
で
高
等
女
学
校
は

二
四
校
、
一
九
三
六
年
に
は
中
学
校
一
五
校
（
七
一
二
五
人
）、
高
等
女
学
校

二
七
校
（
一
万
一
一
七
三
人
）
と
増
加
し
て
い
く
。
一
九
三
六
年
の
大
学
在
籍
者

は
五
四
二
人
、
大
学
予
科
は
四
四
八
人
、
専
門
学
校
は
四
二
五
〇
人
と
な
り

（
（1
（

、
一

学
年
で
は
、
大
学
予
科
は
一
五
〇
人
、
専
門
学
校
も
約
一
千
人
に
過
ぎ
ず
、
そ
こ

に
朝
鮮
人
も
入
学
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
先
の
学
齢
期
人
数
六
～
七
万
人
の
五
分

の
一
と
す
れ
ば
、
一
万
二
千
人
か
ら
一
万
四
千
人
で
、
そ
の
う
ち
男
子
・
女
子
そ

れ
ぞ
れ
半
々
と
し
て
も
六
千
人
か
ら
七
千
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
男
子
の
中
学

校
定
員
は
一
学
年
一
四
〇
〇
人
で
あ
る
か
ら
約
五
分
の
一
、
女
子
の
高
等
女
学
校

の
定
員
は
二
二
〇
〇
人
で
あ
る
か
ら
約
三
分
の
一
し
か
入
れ
な
い
。
こ
れ
が
大
学

に
な
る
と
さ
ら
に
狭
き
門
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
大
学
予
科
の
定
員
は
一
五
〇
人

で
あ
る
か
ら
、
中
学
校
卒
業
者
一
五
〇
〇
人
の
一
〇
分
の
一
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
専
門
学
校
も
多
く
は
朝
鮮
人
向
け
で
あ
り
、
当
時
の
朝
鮮
に
お
い
て
、
中
産

階
級
が
多
く
進
学
率
も
高
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
在
朝
日
本
人
に
と
っ
て
、
高
等
教

育
機
関
は
十
分
と
は
い
え
な
い
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

２
．『
大
衆
人
事
録
』
に
見
る
進
学
状
況

　

こ
こ
で
使
用
す
る
資
料
、
東
京
帝
国
秘
密
探
偵
社
に
よ
る
『
第
十
四
版
大
衆
人

事
録
』（
外
地
、
満
・
支
、
海
外
篇
、
一
九
四
三
年
一
一
月
）
は
、
そ
の
「
凡
例
」

に
よ
れ
ば
、「
台
湾
樺
太
朝
鮮
南
洋
関
東
州
満
洲
支
那
海
外
に
其
住
所
を
有
す
る

凡
ゆ
る
階
級
に
亘
る
知
名
の
人
士
を
網
羅
せ
る
」
と
あ
っ
て
、「
知
名
の
人
士
」

を
網
羅
し
た
と
い
う
も
の
で
、
朝
鮮
に
関
し
て
は
朝
鮮
人
を
含
み
、
全
部
で

三
八
三
五
人
が
記
載
さ
れ
て
い
る

（
（2
（

。
全
体
と
し
て
一
定
の「
成
功
者
」・「
役
職
者
」

の
家
を
掲
載
し
て
い
た
と
い
え
る
。
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そ
の
な
か
で
、
一
九
四
〇
年
の
国
勢
調
査
時
点
で
、
山
口
県
、
福
岡
県
、
熊
本

県
に
つ
い
で
第
四
位
で
四
万
三
〇
四
人
（
五
・
七
％
）
で
あ
っ
た
長
崎
県
出
身
の

実
業
家
に
着
目
す
る
。
長
崎
県
出
身
者
は
、
対
馬
や
長
崎
市
を
中
心
に
早
く
か
ら

朝
鮮
に
進
出
し
、経
済
活
動
に
従
事
し
て
土
着
し
、三
世
も
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

長
崎
県
出
身
と
記
載
さ
れ
た
人
物
は
八
八
人
で
、
全
体
の
三
・
七
％
に
当
り
、

そ
れ
は
全
人
口
比
か
ら
す
れ
ば
や
や
少
な
い
と
い
え
る
が
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て

は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
八
八
人
の
う
ち
、
実
業
家
と
見
な
し
得
る
人
物
（
こ
こ
で

は
個
人
営
業
主
、
会
社
役
員
、
課
長
、
支
店
長
・
支
配
人
、
技
師
等
を
想
定
し
て

い
る
）
は
四
九
人
を
数
え
、
そ
れ
に
官
吏
等
二
二
人
、
医
師
九
人
、
教
員
・
教
授

八
人
が
続
く
。
警
察
官
・
裁
判
官
を
含
め
た
官
吏
層
が
少
な
い
の
は
、
官
吏
層
に

は
出
身
地
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
の
と
、
ま
だ
朝
鮮
に
渡
航
し
て

日
が
浅
い
も
の
た
ち
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
よ
う
。

　

そ
れ
ら
の
う
ち
、
子
ど
も
の
記
載
が
な
い
も
の
、
子
ど
も
の
名
前
は
あ
っ
て
も

学
歴
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
半
数
以
上
あ
る
。
学
歴
が
記
載
さ
れ
る
場
合

は
、
中
等
学
校
以
上
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
記
載
が
な
い

場
合
は
、
中
等
以
上
の
学
歴
が
な
い
場
合
、
意
図
的
に
記
載
し
な
か
っ
た
場
合
、

そ
し
て
子
ど
も
が
ま
だ
小
さ
い
場
合
が
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
検
討
対
象
に

は
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
か
ら
、
進
学
率
を
割
り
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

（
（2
（

。

　

実
業
家
四
九
人
の
う
ち
、
約
半
数
の
二
四
人
に
つ
い
て
、
男
子
三
〇
人
、
女
子

一
九
人
の
学
歴
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
平
均
す
る
と
一
家
に
二
人
の
子
ど
も
の
学

歴
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
特
徴
は
、
男
女
別
で
は
男
子
が
多
い

こ
と
、
兄
弟
姉
妹
上
の
地
位
で
は
、
男
子
は
養
嗣
子
・
長
男
が
一
七
人
、
二
男
か

ら
四
男
ま
で
が
一
三
人
で
、
や
や
養
嗣
子
・
長
男
が
多
い
こ
と
、
女
子
は
長
女

一
一
人
、
二
女
・
三
女
八
人
で
あ
り
、
既
婚
者
は
除
か
れ
て
お
り
（
ま
れ
に
～
に

嫁
い
だ
と
あ
る
場
合
も
あ
る
）、
未
婚
者
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

学
歴
の
男
女
別
・
地
域
別
人
数
を
示
し
た
の
が
表
２
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
い
え

○男子
学校 養子 嗣子 長男 二男 三男 四男 計

朝鮮 中学校 1 1 2 3 1 8
朝鮮 商業学校 3 3
朝鮮 京城法専 1 1

小　計 1 1 3 6 1 0 12
内地 中学校 2 2 4
内地 商業学校 1 1
内地 高商 1 1 1 3
内地 薬専 1 1
内地 私大 5 2 7
内地 帝大・商大 2 2

小　計 1 1 10 2 2 2 18
合　計 2 2 13 8 3 2 30

○女子
学校 長女 二女 三女 計 妻

朝鮮 高等女学校 5 5 3 13 1
内地 高等女学校 4 0 0 4 7
内地 専門学校 2 0 0 2 0
内地 女子高等師範 0 0 0 0 1

合　計 11 5 3 19 9
出典：東京帝国秘密探偵社『第十四版大衆人事録』朝鮮の部、1943年より。

表２　在朝日本人実業家二世・三世の進学状況　　（単位：人）
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る
こ
と
は
、
ま
ず
進
学
先
は
朝
鮮
か
内
地
か
と
い
う
点
で
は
、
男
子
は
内
地
が

一
八
人
で
、
朝
鮮
が
一
二
人
と
内
地
が
多
く
、
女
子
は
朝
鮮
が
一
三
人
で
内
地
が

六
人
と
朝
鮮
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
女
子
は
朝
鮮
の
高
等
女
学

校
に
親
元
か
ら
通
う
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
こ
と
、
男
子
は
内
地
の
高
等
教
育
へ
進

学
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
よ
う
（
女
子
も
専
門
学
校
は
内
地

へ
行
っ
て
い
る
）。内
地
の
高
等
教
育
機
関
と
し
て
は
、男
子
の
場
合
は
東
大
経
済
、

東
大
、
東
京
商
大
、
早
大
商
、
早
大
政
経
、
慶
大
理
財
、
法
政
、
立
教
、
富
山
薬

専
（
各
一
人
）、
高
千
穂
高
商
三
人
で
あ
っ
た
。
文
系
が
多
か
っ
た
と
い
え
る
が
、

こ
れ
は
医
学
系
統
や
工
学
系
統
へ
の
進
学
は
医
者
や
官
吏
の
子
ど
も
に
多
か
っ
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、こ
れ
ら
の
実
業
家
の
妻
の
学
歴
の
記
載
も
あ
っ
て
、

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
年
齢
的
に
み
て
も
高
学
歴
で
あ
り
、
か
つ
内
地
の
高
等
女
学
校

出
が
多
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
、
養
嗣
子
・
長
男
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ

る
跡
継
ぎ
層
の
進
学
状
況
を
み
る
と
、
全
部
で
一
七
人
で
半
数
を
上
回
る
。
そ
の

う
ち
高
等
教
育
へ
の
進
学
者
は
一
一
人
で
あ
っ
て
、
卒
業
後
実
家
を
継
承
し
た
も

の
も
い
る
一
方
（
東
大
経
済
、
早
大
政
経
、
慶
大
理
財
、
高
千
穂
高
商
卒
業
者
）、

内
地
の
企
業
に
就
職
し
た
も
の
も
あ
っ
た
（
高
千
穂
高
商
か
ら
月
島
機
械
株
式
会

社
）。
跡
継
ぎ
と
い
っ
て
も
、
高
等
教
育
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
、
実
家
の
継
承
を
必
ず
し
も
長
男
に
求
め
な
か
っ
た
傾
向
と
な
っ
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

　

同
様
の
要
領
で
山
口
県
の
ケ
ー
ス
も
調
べ
て
み
た
が
（
男
子
七
二
人
、
女
子

四
〇
人
）、
男
子
は
養
嗣
子
・
長
男
が
四
二
人
、
そ
れ
以
外
が
三
〇
人
で
、
や
は

り
跡
継
ぎ
層
の
方
が
多
い
。
内
地
か
朝
鮮
か
で
は
、
長
崎
県
の
ケ
ー
ス
と
ほ
と
ん

ど
同
じ
で
、
男
子
は
内
地
が
多
く
、
女
子
は
朝
鮮
が
多
く
、
そ
の
理
由
も
同
様
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
山
口
県
の
ケ
ー
ス
で
、
現
職
の
み
記
載
し
て
い

る
例
が
男
子
の
場
合
に
一
九
人
み
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
小
学
校
の
み
で
中
等
教
育

を
受
け
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
、
全
体
で
二
六
・
四
％
に
あ
た
る
。
そ
の
う
ち
養

子
・
嗣
子
・
長
男
が
一
六
人
で
、「
跡
継
ぎ
に
は
教
育
を
受
け
さ
せ
な
い
」
と
い

う
商
家
な
ど
に
お
け
る
当
時
の
慣
習
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。も
っ
と
も
、

長
男
で
も
内
地
の
大
学
や
朝
鮮
の
高
等
専
門
学
校
に
行
っ
て
い
る
も
の
も
見
受
け

ら
れ
、
一
定
の
進
学
率
の
上
昇
や
、
長
男
以
外
の
も
の
に
よ
る
跡
継
ぎ
の
存
在
が

考
え
ら
れ
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
在
朝
日
本
人
に
お
い
て
は
、
平
均
的
に
は
中
等
以
上
の
所
得

階
層
が
多
か
っ
た
と
い
う
中
で
、
そ
う
し
た
層
の
子
ど
も
た
ち
の
中
等
教
育
以
上

へ
の
進
学
率
も
高
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
実
業
家
の
跡
継
ぎ
層
と

い
う
べ
き
養
嗣
子
・
長
男
層
の
進
学
率
も
、
今
後
は
よ
り
上
級
の
教
育
も
必
要
に

な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
家
業
の
事
情
や
、
跡
継
ぎ
を
長
男
層
に
限
ら
な
い
慣
習
も

浸
透
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
高
ま
っ
て
い
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
一
九
三
〇

年
代
の
朝
鮮
に
お
い
て
は
、
そ
れ
を
満
た
す
だ
け
の
教
育
機
関
は
、
と
り
わ
け
高

等
教
育
に
お
い
て
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
、
内
地
へ

の
留
学
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　

以
下
で
は
、
そ
う
し
た
在
朝
日
本
人
の
う
ち
、
実
業
家
の
家
に
長
男
と
し
て
生

ま
れ
、
朝
鮮
の
中
学
校
を
卒
業
し
、
早
稲
田
大
学
第
一
高
等
学
院
か
ら
早
稲
田
大

学
に
進
学
し
、
同
大
学
に
研
究
助
手
・
教
員
と
し
て
残
っ
た
Ｕ
氏
の
講
演
記
録
に

よ
り
な
が
ら
、
彼
が
行
っ
た
「
内
地
留
学
」
の
実
相
と
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

を
考
察
し
て
い
こ
う
。
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３
．
内
地
留
学
三
世
か
ら
の
聞
き
取
り

　

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
Ｕ
氏
の
講
演
記
録
「
私
の
出
会
っ
た
朝
鮮
及
び
朝
鮮
人
」

は
、
一
九
九
五
年
三
月
六
日
に
東
京
農
工
大
学
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
の
ち
に
木

村
が
質
疑
応
答
を
含
め
て
テ
ー
プ
起
こ
し
し
、
保
存
し
て
い
る
も
の
の
一
部
（
後

半
部
分
）
を
資
料
１
と
し
て
提
示
し
て
い
る
。

　

Ｕ
氏
の
略
歴
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
母
は
長
崎
県
対
馬
出
身
の
商
人
で
元
山
在

住
Ｋ
家
の
長
女
、
父
は
長
崎
市
出
身
の
商
人
で
、
結
婚
後
、
Ｋ
の
実
家
の
Ｕ
家
を

継
承
し
た
。
Ｕ
氏
は
一
九
一
九
年
一
月
に
元
山
で
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

一
九
二
三
年
頃
一
家
は
清
津
に
引
越
し
、Ｕ
氏
は
一
九
二
五
年
清
津
小
学
校
入
学
、

一
九
三
一
年
羅
南
中
学
校
入
学
、
一
九
三
六
年
早
稲
田
第
一
高
等
学
院
入
学
、

一
九
四
三
年
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
卒
業
、
同
研
究
所
助
手
を
経
て
理
工
学
部
で

レ
ー
ダ
ー
、
磁
気
の
研
究
や
、
物
理
学
の
講
義
を
行
い
、
一
九
八
九
年
定
年
退
職
、

名
誉
教
授
と
な
り
（
Ｕ
氏
が
講
演
時
に
作
成
し
た
「
年
譜
」
よ
り
）、
一
九
九
七

年
一
〇
月
一
三
日
亡
く
な
ら
れ
た
。
享
年
七
八
歳
で
あ
っ
た
。

資
料
１　

講
演
記
録
「
私
の
出
会
っ
た
朝
鮮
及
び
朝
鮮
人
」

　
　
（
前
半
略
）

　
　

�　

羅
南
中
学
校
の
こ
と
を
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と

（
（2
（

、
当
時
の
中
学
校

は
す
べ
て
五
年
制
で
、
高
等
普
通
学
校
も
勿
論
五
年
制
で
す

（
（2
（

。
ク
ラ
ス
は
二

ク
ラ
ス
で
合
計
一
〇
〇
人
ぐ
ら
い
。
私
の
学
年
で
は
朝
鮮
人
が
三
名
同
時
に

入
学
し
ま
し
た

（
（2
（

。
こ
れ
は
一
つ
の
資
料
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
朝
鮮
に
は

何
々
道
と
い
う
の
が
一
三
道
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
な
か
に
朝
鮮
人
が

知
事
に
な
っ
て
い
る
道
も
い
く
つ
か
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
あ
る
と
き
に
咸

鏡
北
道
の
知
事
に
朝
鮮
の
人
が
な
り
ま
し
て
、
木
村
さ
ん
、
名
前
の
方
を
覚

え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。
そ
の
息
子
の
金
博

（
（2
（

、
我
々
は
「
キ
ン
パ
ク
、
キ
ン
パ

ク
」
な
ん
て
友
達
と
し
て
呼
ん
で
お
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
知
事
の
息
子
が

入
学
し
、
ま
た
会
寧
の
ほ
う
の
お
金
持
ち
の
商
人
の
息
子
で
す
ね
。
さ
ら
に

両
班
と
い
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
人
た
ち
の
息
子
が
日

本
の
中
学
校
に
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。
入
学
試
験
は
も
ち
ろ
ん
一
緒
に
受
け

る
わ
け
で
す
。

　
　

�　

心
に
残
る
人
と
し
て
は
、
李
敏
載

（
（2
（

、
リ
ミ
ン
ジ
ャ
と
も
い
う
ん
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
は
晩
年
に
良
い
友
達
付
き
合
い
を
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
書
い
て
あ

る
よ
う
に
、
学
者
と
し
て
、
あ
る
い
は
教
育
行
政
家
と
し
て
も
非
常
に
優
れ

た
人
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
も
ソ
ウ
ル
に
行
っ
て
は
こ
の
人
と
会
っ
て
、
い

ろ
い
ろ
話
を
す
る
の
が
楽
し
み
で
あ
り
ま
し
た
。
な
か
な
か
偉
い
人
に
な
り

ま
し
た
。

　
　

�　

戦
時
と
教
育
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
の
は
、
私
が
中
学
校

に
入
っ
た
と
き
に
満
洲
事
変
が
起
こ
っ
た
わ
け
で
、
そ
の
満
洲
に
軍
隊
を
、

直
接
は
関
東
軍
と
い
う
の
が
そ
の
役
目
で
あ
り
ま
す
が
、
満
洲
の
東
の
ほ
う

の
南
、
さ
っ
き
言
っ
た
間
島
で
す
ね
、
そ
の
付
近
は
先
ほ
ど
の
第
一
九
師
団

（
（2
（

と
い
う
の
が
対
象
と
し
た
戦
略
的
な
土
地
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　

�　

羅
南
と
い
う
の
は
軍
都
で
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
私
の
思
い
出
と
し
て

は
、そ
の
た
め
に
教
育
が
な
に
か
日
本
の
軍
国
主
義
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
、

締
め
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
思
い
は
、
ど
う
も
不
思
議
に
な
い
ん
で
す
ね
。
あ

る
い
は
、
そ
う
い
う
こ
と
に
鈍
感
で
あ
っ
た
と
い
う
、
我
々
そ
こ
で
勉
強
し
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て
い
る
も
の
た
ち
に
、
事
態
を
見
極
め
ら
れ
な
い
欠
陥
が
あ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
　

�　

い
わ
ゆ
る
軍
事
教
練
な
ど
は
、
配
属
将
校
が
来
て
お
り
ま
し
て
、
談
話
な

ん
か
す
る
ん
で
す
。
け
れ
ど
も
、
満
洲
事
変
が
起
こ
っ
た
と
か
い
う
、
時
局

に
つ
い
て
の
話
は
教
官
か
ら
聞
い
た
覚
え
は
な
い
で
す
ね
。
割
合
自
由
な
雰

囲
気
が
あ
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
が
、
客
観
的
に
は
満
洲
に
接
し
た
重
要

な
場
所
で
あ
り
、
間
島
付
近
に
騎
兵
連
隊
が
行
っ
た
際
、
と
り
囲
ま
れ
て
連

隊
長
が
戦
死
し
、
軍
旗
を
奪
わ
れ
た
と
い
う
有
名
な
事
件

（
（2
（

、
そ
う
い
う
局
地

的
な
戦
争
が
あ
っ
た
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
息
子
が
私
た
ち
の
同

級
に
い
ま
し
た
。
そ
の
騎
兵
連
隊
の
連
隊
長
ら
は
遺
骨
と
な
っ
て
帰
っ
て
き

ま
し
た
。
幹
部
が
皆
や
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
羅
南
の
駅
頭
で
遺
骨
を
迎
え
る

と
い
う
よ
う
な
、
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
息
子
は
や

が
て
陸
軍
幼
年
学
校
へ
行
き
ま
し
た
。

　
　

�　

騎
兵
連
隊
と
い
う
も
の
の
価
値
が
ま
っ
た
く
低
下
し
た
の
は
、
こ
う
い
う

事
件
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
中
国
の
満
洲
の
軍
隊
、
な
ら
び
に
匪
賊
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
匪
賊
じ
ゃ
な
く
て
、
中
国
や
朝
鮮
に
と
っ
て

は
義
勇
軍
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
の
に
完
全
に
や
ら
れ

た
わ
け
で
で
す
。

　
　

�　

話
は
飛
び
ま
す
が
、
私
、
東
京
で
は
早
稲
田
に
入
り
ま
し
た

（
（2
（

。
こ
れ
も
ま

た
軍
国
化
す
る
な
か
で
あ
り
ま
す
が
、
か
ろ
う
じ
て
東
京
の
早
稲
田
あ
た
り

は
自
由
な
雰
囲
気
が
残
っ
て
お
り
ま
し
た
。
教
養
人
と
専
門
人
と
い
う
立
場

の
な
か
で
、
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
と
い
う
よ
う
な
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の

緊
張
感
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
、
意
識
し
な
が
ら
過
ご
し
ま
し
た
。

　
　

�　

私
は
キ
リ
ス
ト
教
の
寮
に
入
り
ま
し
た

（
（3
（

。
そ
の
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
人
宣

教
師
が
そ
こ
で
指
導
の
中
心
に
あ
り
ま
し
て

（
（3
（

、そ
う
い
う
人
た
ち
を
通
じ
て
、

人
間
と
社
会
の
視
野
を
少
し
は
も
つ
よ
う
に
さ
せ
ら
れ
、
普
通
よ
り
も
、
こ

と
に
国
際
関
係
に
つ
い
て
は
、
も
つ
よ
う
に
さ
せ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
育
ち
ま
し
た
と
い
う
こ
と
が
、
私
の
今
日
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

�　

そ
こ
に
朴
在
昌
と
い
う
、
日
本
語
読
み
で
失
礼
し
ま
す
が
、
早
稲
田
大
学

の
法
学
部
の
学
生
が
お
り
ま
し
た

（
（3
（

。
こ
の
人
は
ほ
ん
と
う
に
立
派
な
、
品
行

方
正
と
い
う
意
味
で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
人
物
と
し
て
は
非
常
に
深

み
の
あ
る
落
ち
つ
い
た
人
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
の
人
は
私
よ
り
も
四
つ
ぐ
ら

い
年
上
で
あ
り
ま
す
が
、
平
壌
の
人
で
あ
り
ま
し
た
。
南
北
分
断
後
に
韓
国

で
平
安
道
の
知
事
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
い

ま
す
と
、
韓
国
で
は
北
の
ほ
う
の
知
事
を
任
命
し
て
お
っ
た
ん
で
す
ね
。
こ

の
方
が
平
安
道
の
知
事
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
人
望
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
北
か
ら
南
へ
避
難
を
し
た
人
た
ち
の
お
世
話
を

す
る
と
い
う
の
が
、
具
体
的
な
仕
事
で
あ
り
ま
し
た
。

　
　

�　

そ
れ
か
ら
現
在
、
朴
在
昌
さ
ん
は
曺
晩
植
先
生
記
念
事
業

（
（3
（

の
常
任
委
員
長

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
先
生
は
牧
師
で
す
が
、
平
壌
で
ロ
シ
ア
軍
が
入
っ
て

き
た
と
き
に
、
殉
教
の
死
を
遂
げ
た
方
で
す
。
も
し
そ
う
い
う
こ
と
が
な
け

れ
ば
、
こ
の
方
は
政
治
家
と
し
て
も
ほ
ん
と
う
に
重
要
な
人
物
と
し
て
、
多

く
の
人
た
ち
か
ら
推
挙
さ
れ
る
、
人
望
の
あ
る
ま
た
実
力
の
あ
る
人
だ
っ
た

そ
う
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
方
の
記
念
事
業
と
い
う
の
が
あ
り
、
ソ
ウ
ル
の
い

ち
ば
ん
大
き
な
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
明
洞
に
あ
り
ま
す
が

（
（3
（

、
そ
の
す
ぐ
そ
ば

に
こ
の
方
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
会
館
が
で
き
て
い
ま
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す
。
朴
さ
ん
は
そ
こ
の
常
任
委
員
長
で
、
専
務
理
事
の
よ
う
な
立
場
に
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
長
ら
く
や
っ
て
い
る
人
で
、
私
も
韓
国
に
行
っ
た

ら
こ
の
人
と
会
う
よ
う
に
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
こ
の
方
が
同
じ
早
稲
田
の

キ
リ
ス
ト
教
の
寮
に
お
ら
れ
て
、
親
し
み
を
も
ち
ま
し
た
し
、
い
ろ
い
ろ
教

え
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

�　

そ
れ
か
ら
も
う
一
人
大
事
な
働
き
を
す
る
の
は
、
金
興
浩

（
（3
（

、
日
本
語
読
み

で
失
礼
し
ま
す
。
こ
れ
は
梨
花
女
子
大
学
の
教
授
を
長
ら
く
や
っ
て
お
り
ま

し
て
、
大
学
つ
き
の
牧
師
、
い
わ
ゆ
る
学
牧
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、

定
年
で
辞
め
て
、
い
ま
聖
書
学
者
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
方
は

ほ
ん
と
う
に
立
派
な
人
で
、
共
に
学
生
の
と
き
、
私
は
こ
の
人
か
ら
キ
リ
ス

ト
教
を
、
対
話
を
通
し
て
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
人
の
影
響
を
受
け

ま
し
た
け
ど
も
、
金
興
浩
さ
ん
は
い
ま
で
も
ず
っ
と
交
流
の
あ
る
方
で
す
。

そ
う
い
う
方
が
、
当
時
、
一
九
三
五
年
か
ら
四
〇
年
に
か
け
て
、
早
稲
田
に

は
留
学
生
と
し
て
ず
い
ぶ
ん
来
て
お
ら
れ
ま
し
て

（
（3
（

、
私
は
こ
う
い
う
キ
リ
ス

ト
教
の
寮
関
係
で
、
こ
の
お
二
人
と
知
り
合
い
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　
　

�　

キ
リ
ス
ト
教
の
寮
は
、
早
稲
田
奉
仕
園

（
（3
（

と
い
う
団
体
に
属
し
て
お
り
ま
し

て
、
こ
れ
は
い
ま
も
活
動
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
会
合
を
よ
く
開
い
て
い

ま
す
。
在
日
朝
鮮
人
の
問
題
、
韓
国
問
題
、
そ
れ
か
ら
ア
ジ
ア
の
ほ
う
ぼ
う

の
問
題
と
か
、
そ
う
い
う
国
際
関
係
の
い
ろ
ん
な
集
ま
り
に
よ
く
利
用
さ
れ

ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
と
し
て
の
い
ろ
ん
な
プ
ラ
ン
も
や
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
寮
に
、
昔
、
私
が
入
っ
て
い
た
わ
け
な
の
で
、

普
通
の
人
よ
り
も
視
野
は
広
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　

�　

そ
の
こ
ろ
の
話
で
、
あ
る
と
き
、
ど
う
い
う
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
阿
部
賢
一
先
生
と
い
う

（
（3
（

、
の
ち
に
大
学
紛
争
時
代
は
早
稲
田

大
学
の
総
長
に
推
さ
れ
て
な
っ
た
人
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
方
が
、
い
ろ
ん

な
講
話
と
い
う
か
、
講
演
ま
で
い
か
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
座
談
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
何
人
か
の
朝
鮮
人
の
早
稲
田
の
学
生
も
同
席
し

て
い
た
ん
で
す
ね
。

　
　

�　

一
九
三
九
年
ご
ろ
だ
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
急
に
一
人
が
立
ち
上
が
り

ま
し
て
、「
私
の
願
い
は
朝
鮮
が
独
立
す
る
こ
と
で
す
」
と
、
非
常
に
は
っ

き
り
言
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
皆
は
ち
ょ
っ
と
シ
ュ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
も

う
一
九
三
九
年
ご
ろ
は
、
い
わ
ゆ
る
日
支
事
変
も
だ
ん
だ
ん
と
深
ま
っ
て
、

そ
し
て
非
常
に
難
し
い
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
も
ち
ろ
ん
日

本
人
を
ま
じ
え
た
会
合
で
立
ち
上
が
っ
て
言
う
と
い
う
こ
と
は
、
た
い
へ
ん

な
こ
と
で
す
。

　
　

�　

特
高
と
い
う
警
察
で
す
ね
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
キ
リ
ス
ト
教
の
寮
と
い
う

の
は
要
注
意
の
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た

の
で
、
阿
部
先
生
の
話
を
な
に
か
の
期
待
を
も
っ
て
来
て
い
た
と
思
い
ま
す

が
、
ず
い
ぶ
ん
思
い
切
っ
て
立
ち
上
が
っ
て
言
っ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

�　

そ
う
い
う
サ
ー
ク
ル
は
、
そ
う
い
う
こ
と
が
言
え
る
よ
う
な
雰
囲
気
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
言
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
ね
。
我
々
も
割
合
に
、
国
際

的
な
視
野
を
も
た
さ
れ
つ
つ
、
共
同
の
生
活
を
し
て
お
っ
た
わ
け
で
す
。
そ

う
し
た
ら
、
阿
部
先
生
は
、「
君
、
し
ば
ら
く
待
ち
た
ま
え
。
そ
う
い
う
時

代
は
来
ま
す
よ
」
と
言
わ
れ
た
。
こ
れ
も
、
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
言
う
の
は

た
い
へ
ん
な
こ
と
で
す
ね
。「
し
ば
ら
く
待
ち
た
ま
え
」、
そ
れ
以
上
の
こ
と

を
阿
部
先
生
は
言
わ
な
い
し
、
立
ち
上
が
っ
た
も
の
も
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
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け
れ
ど
も
、こ
れ
は
と
て
も
大
き
な
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
数
年
に
し
て
、

「
独
立
を
し
た
い
ん
だ
」
と
言
っ
た
そ
の
願
望
が
達
成
さ
れ
よ
う
と
は
私
は

ほ
ん
と
う
に
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

　
　

�　

戦
後
に
な
り
ま
し
て
、
個
人
の
罪
と
政
治
構
造
の
罪
、
自
分
は
子
供
の
と

き
に
な
に
も
知
ら
な
い
で
、
朝
鮮
の
人
た
ち
と
仲
良
く
話
も
し
た
よ
と
か
、

中
学
校
で
は
こ
ん
な
親
し
か
っ
た
と
か
言
い
ま
し
て
も
、
政
治
構
造
の
罪
と

い
う
も
の
が
あ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
は
年
と
と
も
に
増
し
て
来
た
と

思
い
ま
す
。
だ
か
ら
私
も
も
う
七
〇
何
歳
で
す
け
ど
も
、
い
ま
で
も
毎
年
そ

の
思
い
は
深
ま
る
ば
か
り
に
な
り
ま
し
た
。
た
い
へ
ん
頭
の
働
き
が
鈍
い
と

い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
け
ど
も
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
こ
と
を
経
験
し
て
お

り
ま
す
。

　

朝
鮮
で
の
出
来
事
に
関
し
て
は
、
一
九
三
一
年
に
入
学
し
た
羅
南
中
学
校
に
お

け
る
朝
鮮
人
同
級
生
と
の
接
触
の
部
面
で
は
、
同
級
生
に
朝
鮮
人
三
人
が
入
学
し

（
実
際
は
四
人
か
？
）、
仲
の
良
い
友
達
と
し
て
つ
き
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ

れ
以
上
の
感
想
は
述
べ
て
い
な
い
。
そ
う
し
た
自
分
を
、
鈍
感
で
、「
事
態
を
見

極
め
ら
れ
な
い
欠
陥
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、

一
九
二
九
年
か
ら
三
九
年
ま
で
朝
鮮
伝
道
で
知
ら
れ
た
織
田
楢
次
が
、
清
津
に
も

伝
道
に
来
た
こ
と
が
、
講
演
の
際
に
Ｕ
氏
自
ら
作
成
し
た
「
年
譜
」
に
記
載
さ
れ

て
い
る
が
（
そ
れ
は
一
九
二
九
年
の
項
に
あ
る

（
（3
（

）、
そ
れ
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
も

付
さ
れ
て
い
な
い
。
一
九
二
九
年
で
あ
れ
ば
Ｕ
氏
は
一
〇
歳
で
あ
る
の
で
、
そ
の

時
点
で
は
明
確
な
反
応
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

一
九
三
六
年
に
「
東
京
で
早
稲
田
に
入
り
ま
し
た
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
第
一

早
稲
田
高
等
学
院
の
こ
と
で
、
年
々
の
入
学
定
員
は
文
科
が
四
〇
〇
人
、
理
科
が

二
〇
〇
人
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
一
九
三
六
年
の
志
願
者
数
は
文
科
が
一
四
六
七

人
、
理
科
が
三
八
五
三
人
で
、
理
科
の
倍
率
は
約
二
〇
倍
と
い
う
狭
き
門
で
あ
っ

た
（
実
際
の
入
学
者
は
三
〇
〇
人
前
後
で
あ
り
、
一
九
三
六
年
度
生
の
修
了
者
は

二
六
一
人
で
あ
っ
た

（
（4
（

）。
第
一
高
等
学
院
は
中
学
四
年
か
ら
入
る
こ
と
が
で
き
た

が
、
Ｕ
氏
は
中
学
五
年
卒
業
後
入
っ
た
と
い
う
。
理
科
に
入
れ
ば
、
大
学
も
理
工

学
部
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、な
ぜ
理
系
を
選
ん
だ
の
か
に
つ
い
て
は
、

Ｕ
氏
は
別
途
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
に
お
い
て
、
小
学
生
の
終

わ
り
か
ら
中
学
生
の
こ
ろ
、『
子
供
の
科
学
』
と
い
う
本
で
モ
ー
タ
ー
の
作
り
方

や
変
圧
器
の
作
り
方
が
載
っ
て
い
て
、
作
っ
て
み
た
り
し
て
「
電
気
」
に
行
き
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
と
語
っ
て
い
る

（
（4
（

。
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
子
供
の
こ
ろ

か
ら
の
希
望
が
実
現
で
き
る
環
境
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
多
く
の
朝
鮮
人
と

は
非
対
称
の
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

一
九
三
六
年
に
日
本
に
留
学
し
て
以
降
は
、早
稲
田
奉
仕
園
の
友
愛
学
舎
（
寮
）

に
入
り
、キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
人
び
と
と
出
会
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
中
で
、

ア
メ
リ
カ
の
バ
プ
テ
ス
ト
派
牧
師
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
ベ
ニ
ン
ホ
フ
友
愛
学
舎
舎

監
に
よ
り
、
一
九
四
〇
年
に
洗
礼
を
受
け
る
。
友
愛
学
舎
に
は
常
時
二
二
、 

三
人

が
住
み
、そ
の
寮
費
は
二
五
円
で

（
（4
（

、普
通
の
下
宿
屋
よ
り
一
〇
円
く
ら
い
高
く
、「
戦

前
に
入
舎
し
た
人
た
ち
は
関
西
出
身
で
、
芦
屋
あ
た
り
の
人
た
ち
が
圧
倒
的
に
多

か
っ
た
で
す
ね
」（
布
施
壽
雄
）
と
あ
り

（
（4
（

、
一
定
の
富
裕
層
で
な
け
れ
ば
入
れ
な

い
所
で
あ
っ
た
点
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
、
タ
イ
ト
ル
を
「
私
の
出
会
っ
た
朝
鮮
及
び
朝
鮮
人
」
と
し
て
講
演
を
お

願
い
し
た
た
め
、
と
く
に
朝
鮮
人
留
学
生
に
関
し
て
言
及
し
て
い
た
だ
き
、
彼
ら
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か
ら
多
大
な
啓
発
を
受
け
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
朝
鮮
の
中
学

校
で
は
得
ら
れ
な
い
経
験
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
三
九
年
こ
ろ
の
寮
内
で
の

早
稲
田
大
学
教
授
を
囲
ん
だ
談
話
会
で
、
朝
鮮
人
留
学
生
が
立
ち
上
が
っ
て
「
私

の
願
い
は
朝
鮮
が
独
立
す
る
こ
と
で
す
」
と
い
う
発
言
に
対
し
、
阿
部
賢
一
教
授

が
「
君
、
し
ば
ら
く
待
ち
た
ま
え
。
そ
う
い
う
時
代
は
来
ま
す
よ
」
と
答
え
た
く

だ
り
は
、
Ｕ
氏
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
Ｕ
氏

は
一
九
一
九
年
の
三
・
一
独
立
運
動
が
起
こ
っ
た
年
に
生
れ
た
の
で
あ
る
が
、
朝

鮮
に
お
い
て
は
、
そ
う
い
う
観
点
か
ら
自
ら
の
立
ち
位
置
を
み
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
東
京
の
早
稲
田
高
等
学
院
、
あ
る
い
は
友
愛
学

舎
に
お
け
る
学
び
や
出
会
っ
た
人
び
と
な
ど
の
環
境
に
よ
っ
て
、
Ｕ
氏
の
視
野
を

大
き
く
広
げ
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
る
。
具
体
的
に
は
、
Ｕ
氏
の
言

葉
に
よ
れ
ば
、「
人
間
と
社
会
の
視
野
を
少
し
は
も
つ
よ
う
に
さ
せ
ら
れ
、
普
通

よ
り
も
、
こ
と
に
国
際
関
係
に
つ
い
て
は
、
も
つ
よ
う
に
さ
せ
ら
れ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
育
ち
ま
し
た
と
い
う
こ
と
が
、私
の
今
日
を
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

と
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
現
れ
て
い
よ
う
。
ま
た
、
佐
藤
信
愛
や
篠
崎
茂
穂
な
ど

同
時
期
の
他
の
人
び
と
の
談
話
に
お
い
て
も
、
同
様
の
回
想
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
五
〇
年
以
上
た
っ
て
も
消
え
な
い
記
憶
と
な
っ
て
残
り
、
そ
の
後
の
韓

国
・
韓
国
人
を
見
る
目
を
深
化
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
「
事
件
」
は
他
に
も
発
生
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り

（
（4
（

、
山
田
昭
次
に
よ

れ
ば
、
戦
時
体
制
下
に
留
学
生
の
あ
い
だ
で
朝
鮮
独
立
の
動
き
が
高
ま
っ
て
い
た

と
い
う

（
（4
（

。
ま
た
同
じ
こ
ろ
立
命
館
大
学
に
お
い
て
も
、そ
こ
に
い
た
石
原
莞
爾
も
、

一
九
四
〇
年
の
朝
鮮
人
留
学
生
新
入
生
歓
迎
会
で
、「
貴
君
等
の
祖
国
は
必
ず
五

年
以
内
に
独
立
す
る
か
ら
、
日
本
の
法
律
や
経
済
を
学
ぶ
に
し
て
も
朝
鮮
の
社
会

に
適
応
す
る
よ
う
な
学
び
取
り
方
を
し
な
さ
い
」
と
述
べ
た
と
い
う

（
（4
（

。

お
わ
り
に

　

以
上
、
検
討
し
て
き
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
一
九
四
〇
年
に
な
る
と
、

在
朝
日
本
人
の
二
世
・
三
世
（
朝
鮮
生
れ
）
は
全
体
の
約
三
分
の
一
と
な
り
、
朝

鮮
で
の
高
等
教
育
機
関
が
少
な
い
中
で
、
日
本
内
地
へ
の
進
学
（
留
学
）
を
志
す

も
の
も
増
加
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。そ
う
し
た
機
会
が
与
え
ら
れ
た
も
の
に
は
、

朝
鮮
で
財
を
な
し
た
実
業
家
の
子
ど
も
た
ち
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
も
の
の
う
ち
、
朝
鮮
で
中
学
校
ま
で
在
学
し
、
内
地
の
大
学
に
留
学

し
た
Ｕ
氏
は
、
高
等
教
育
を
受
け
る
と
と
も
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
寮
に
入
る
こ
と

に
よ
っ
て
、と
り
わ
け
「
人
間
と
社
会
の
視
野
」
や
「
国
際
関
係
に
対
す
る
認
識
」

を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
朝
鮮
人
留
学
生
の
深
み
の
あ
る
人
物
や
キ
リ
ス

ト
教
へ
の
信
仰
心
に
ふ
れ
、
ま
た
独
立
を
望
む
発
言
に
深
い
シ
ョ
ッ
ク
を
感
じ
る

体
験
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
感
覚
な
い
し
認
識
は
、Ｕ
氏
に
と
っ
て
は
、

朝
鮮
に
い
た
時
期
に
は
覚
知
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
こ
そ

内
地
留
学
の
意
味
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
筆
者
は
か
つ
て
、
新
義
州
か
ら
引
揚
げ
て
き
た
人
び
と
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
、
朝
鮮
語
や
朝
鮮
料
理
、
そ
し
て
朝
鮮
文

化
で
記
憶
に
残
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
も
の
を
あ
げ
た
こ
と
が

あ
る

（
（4
（

。
そ
の
際
に
は
明
示
し
な
か
っ
た
が
、
日
常
生
活
の
中
で
「
自
然
に
入
っ
て

き
た
も
の
」
と
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
Ｕ
氏
の
朝
鮮
に
お
け
る
中
学
校
で
の
朝
鮮
人

生
徒
と
の
体
験
は
、
ほ
ぼ
同
等
の
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
そ
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れ
は
ま
た
、
水
野
が
分
析
し
た
在
米
日
系
二
世
の
「
無
意
識
の
う
ち
の
差
別
的
な

見
方
」（
こ
こ
で
の
Ｕ
氏
は
差
別
感
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が

（
（4
（

）
と
も

符
合
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
が
Ｕ
氏
に
あ
っ
て
は
、
日
本
内
地
の

早
稲
田
大
学
で
の
学
び
や
キ
リ
ス
ト
教
に
触
れ
る
過
程
で
、
朝
鮮
を
め
ぐ
る
政
治

的
動
向
や
被
統
治
者
の
心
情
に
初
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
と
い
う
点
を
、
こ
こ
で
は

強
調
し
た
い
と
考
え
る
。

注（
1
）�

酒
井
哲
哉
・
松
田
利
彦
編
『
帝
国
と
高
等
教
育

－

東
ア
ジ
ア
の
文
脈
か
ら

－

』
国

際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三
年
。

（
2
）�

吉
田
亮
編
著
に
よ
る
も
の
と
し
て
は
、『
ア
メ
リ
カ
日
本
人
移
民
の
越
境
教
育
史
』

（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
五
年
）、『
ア
メ
リ
カ
日
系
二
世
と
越
境
教
育

－

一
九
三
〇
年
代
を
主
に
し
て
』（
不
二
出
版
、二
〇
一
二
年
）、『
越
境
す
る
「
二
世
」

　

一
九
三
〇
年
代
ア
メ
リ
カ
の
日
系
人
と
教
育
』（
現
代
史
料
出
版
、二
〇
一
六
年
）

の
三
冊
が
あ
る
。
な
お
、
ア
メ
リ
カ
本
土
・
ハ
ワ
イ
出
生
者
の
日
本
各
地
在
留
者

に
関
し
て
は
、
各
県
の
海
外
協
会
が
一
九
三
〇
年
代
初
頭
に
調
査
し
、
そ
の
集
計

表
や
一
覧
表
を
公
表
し
た
と
い
う
（
坂
口
満
宏
「
一
九
三
〇
年
代
の
福
島
県
に
在

留
し
た
日
系
二
世
」
根
川
幸
男
・
井
上
章
一
編
著
『
越
境
と
連
動
の
日
系
移
民
教

育
史　

複
数
文
化
体
験
の
視
座
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
六
年
）。
福
島
県

の
ほ
か
に
、
広
島
県
、
福
岡
県
、
岡
山
県
、
熊
本
県
、
山
口
県
な
ど
で
調
査
が
行

わ
れ
、
会
報
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
広
島
県
で
は
『
広
島
県
滞
在
米
布
出
生
者
名

簿
』
一
九
三
二
年
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）�

マ
イ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
編
『
来
日
留
学
生
の
体
験　

北
米
・
ア
ジ
ア
出
身
者

の
一
九
三
〇
年
代
』（
不
二
出
版
、
二
〇
一
二
年
）。

（
4
）�

小
島
勝
「
日
本
の
移
民
教
育
論
」（
吉
田
亮
編
著
［
二
〇
〇
五
］
所
収
）。

（
5
）�

山
本
恵
里
子
「
見
学
団
と
越
境
教
育
」（
吉
田
亮
編
著
［
二
〇
〇
五
］
所
収
）。

（
6
）�

東
栄
一
郎
「
二
世
の
日
本
留
学
の
光
と
陰

－

日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
越
境
教
育
の
理

念
と
矛
盾

－

」
吉
田
亮
編
著
［
二
〇
〇
五
］
所
収
）。

（
7
）�

小
島
勝
、
東
栄
一
郎
前
掲
稿
（
吉
田
亮
編
著
［
二
〇
〇
五
］
所
収
）。

（
8
）�

竹
本
英
代「
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
日
系
二
世
教
育
」（
吉
田
亮
編
著［
二
〇
一
二
］所
収
）。

（
9
）�

物
部
ひ
ろ
み
「
熊
本
県
に
お
け
る
日
系
二
世
の
留
学

－

熊
本
海
外
協
会
を
め
ぐ
る

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
」（
吉
田
亮
編
著
［
二
〇
一
二
］
所
収
）。

（
10
）�

東
栄
一
郎
「
一
九
三
〇
年
代
の
東
京
に
お
け
る
日
系
ア
メ
リ
カ
人
二
世
留
学
事
業

と
日
本
植
民
地
主
義
」（
吉
田
亮
編
著
［
二
〇
一
二
］
所
収
）。

（
11
）�

そ
こ
で
は
、
和
歌
山
県
出
身
の
父
と
山
形
県
出
身
の
母
と
の
あ
い
だ
に
一
九
一
八

年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
農
村
に
生
ま
れ
、
短
大
卒
業
後
、
一
九
三
九
年
に
早

稲
田
国
際
学
院
を
経
て
東
京
女
子
大
に
留
学
し
た
メ
ア
リ
に
関
す
る
分
析
を
行
っ

て
い
る
（
水
野
真
理
子
「
日
系
二
世
の
日
本
留
学
と
異
文
化
理
解
の
過
程

－

メ
ア

リ
・
キ
モ
ト
・
ト
ミ
タ
『
ミ
エ
へ
の
手
紙
』
よ
り
」
マ
イ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会

編
［
二
〇
一
二
］
所
収
）。

（
12
）�

守
屋
友
江
「
日
系
二
世
仏
教
徒
が
見
い
だ
し
た
『
仏
教
』

－

比
較
思
想
史
の
視
点

か
ら
」（
マ
イ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
編
［
二
〇
一
二
］
所
収
）。

（
13
）�

竹
本
英
代
前
掲
稿
（
吉
田
亮
編
著
［
二
〇
一
二
年
］
所
収
）。

（
14
）�
野
入
直
美「
ハ
ワ
イ
沖
縄
系
二
世
の
就
学
体
験

－

帰
米
二
世
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー

を
中
心
に
」（
吉
田
亮
編
著
［
二
〇
一
二
］
所
収
）。

（
15
）�『
昭
和
五
年
朝
鮮
国
勢
調
査
』（
朝
鮮
総
督
府
、
一
九
三
〇
年
）
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（
16
）�『
朝
鮮
総
督
府
統
計
年
報
』
に
よ
れ
ば
、
毎
年
一
二
月
末
の
人
口
が
記
載
さ
れ
、

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
年
次
の
出
生
者
数
も
判
明
す
る
。
そ
の
数
は
（
朝
鮮
生
れ
、
内

地
生
れ
に
関
係
な
く
新
規
出
生
数
と
み
て
よ
い
）、
一
九
二
五
年
以
降
毎
年
一
万

人
を
突
破
し
、
一
九
二
九
年
末
現
在
が
一
万
八
五
五
人
、
一
九
三
八
年
末
現
在
が

一
万
六
五
一
五
人
で
、
こ
の
一
〇
年
間
に
一
三
万
四
六
一
七
人
が
「
出
生
」
し
て

お
り
、
一
九
三
〇
年
か
ら
四
〇
年
の
一
〇
年
間
に
一
〇
万
人
以
上
の
朝
鮮
生
れ
が

い
た
こ
と
に
な
る
が
、先
の
数
値
で
は
差
し
引
き
七
万
一
三
四
八
人
で
し
か
な
く
、

実
際
に
は
二
世
・
さ
ら
に
は
三
世
の
数
は
も
っ
と
多
か
っ
た
と
い
え
る
。

（
17
）�『
朝
鮮
総
督
府
施
政
年
報
』
一
九
一
三
年
度
、
三
五
頁
。

（
18
）�『
朝
鮮
総
督
府
施
政
年
報
』
一
九
二
二
年
度
、
一
五
三
～
一
六
六
頁
。

（
19
）�

朝
鮮
総
督
府
学
務
局
『
朝
鮮
諸
学
校
一
覧
』
一
九
三
一
年
度
、一
九
三
六
年
度
『
日

本
植
民
地
教
育
政
策
史
料
集
成（
朝
鮮
篇
）』第
五
六
巻
、龍
渓
書
舎
、一
九
八
八
年
、

一
〇
七
頁
、
第
六
〇
巻
、
五
～
六
、三
九
～
四
八
頁
。

（
20
）�

芳
賀
登
ほ
か
編
『
日
本
人
物
情
報
大
系
』
七
五
、朝
鮮
編
（
皓
星
社
、二
〇
〇
一
年
）

に
所
収
。

（
21
）�

一
九
三
〇
年
代
の
中
等
学
校
へ
の
進
学
率
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
地
域
別
・

父
職
別
な
ど
に
区
分
し
つ
つ
考
察
し
た
、
粒
来
香
・
佐
藤
俊
樹
「
戦
間
期
日
本
に

お
け
る
職
業
と
学
歴

－
一
八
九
六
～
一
九
二
五
年
出
生
コ
ホ
ー
ト
に
み
る
旧
制
中

等
教
育
の
社
会
的
地
位

－

」（『
教
育
社
会
学
研
究
』
第
五
六
集
、
一
九
九
五
年
）

が
参
考
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
在
朝
日
本
人
の
場
合
は
、
日
本
内
地
の
大
都
市
よ

り
も
進
学
率
は
高
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
22
）�

羅
南
中
学
校
は
、
咸
鏡
北
道
の
道
庁
が
あ
っ
た
鏡
城
郡
羅
南
面
に
一
九
二
三
年
五

月
に
設
置
さ
れ
た
公
立
中
学
校
で
あ
る
。
一
九
三
一
年
時
点
で
、
朝
鮮
全
体
で
中

学
校
は
一
一
校
あ
り
、
五
年
制
で
、
羅
南
中
学
校
は
一
〇
学
級
あ
り
、
生
徒
は
内

地
人
三
四
三
人
、
朝
鮮
人
一
一
人
と
い
う
構
成
で
あ
っ
た
（
朝
鮮
総
督
府
学
務
局

『
朝
鮮
諸
学
校
一
覧
』
一
九
三
一
年
度
、
前
掲
『
日
本
植
民
地
教
育
政
策
史
料
集

成
（
朝
鮮
篇
）』
第
五
六
巻
、 

一
〇
七
頁
。

（
23
）�

一
九
一
一
年
の
「
朝
鮮
教
育
令
」
に
よ
っ
て
、
朝
鮮
人
向
け
の
中
等
学
校
と
し
て

高
等
普
通
学
校
が
置
か
れ
、
一
九
二
二
年
に
普
通
学
校
六
年
修
了
者
に
対
し
、
修

業
年
限
五
年
と
し
た
。

（
24
）�

前
掲
『
朝
鮮
諸
学
校
一
覧
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
一
年
度
の
第
一
学
年
は
内
地
人

九
〇
人
、
朝
鮮
人
四
人
と
あ
る
。

（
25
）�

一
九
三
一
年
段
階
の
咸
鏡
北
道
知
事
は
日
本
人
（
中
野
太
三
郎
）
で
、
参
与
官
に

金
瑞
圭
が
い
た
（『
旧
植
民
地
人
事
総
覧　

朝
鮮
編
』
五
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、

一
九
九
七
年
）。

（
26
）�

李
敏
載
（
一
九
一
七
～
一
九
九
一
年
）
は
、
京
城
薬
学
専
門
学
校
を
卒
業
後
、
北

海
道
大
学
植
物
学
科
に
留
学
し
、
一
九
四
二
年
に
卒
業
後
は
、
満
洲
国
国
務
院
に

就
職
、
解
放
後
韓
国
で
ソ
ウ
ル
大
学
校
な
ど
で
科
学
史
教
育
に
従
事
し
た
。

（
27
）�

第
一
九
師
団
は
一
九
一
八
年
六
月
に
朝
鮮
咸
鏡
北
道
羅
南
で
編
成
さ
れ
た
日
本
帝

国
陸
軍
部
隊
。

（
28
）�

羅
南
に
は
第
二
七
騎
兵
連
隊
も
置
か
れ
て
い
た
。「
軍
旗
被
奪
事
件
」
は
、
満
洲

事
変
の
際
の
錦
西
の
戦
闘
に
よ
る
も
の
か
。
被
弾
し
て
焼
失
し
た
と
い
う
説
も
あ

る
（
湯
山
豊
治
「
朝
鮮
羅
南
の
追
憶
」
平
和
祈
念
展
示
資
料
館W

eb

掲
載
）。

（
29
）�
ま
ず
入
学
し
た
第
一
早
稲
田
高
等
学
院
は
、
一
九
一
九
年
の
「
新
大
学
令
」
を
契

機
に
、
早
稲
田
大
学
の
基
礎
教
育
の
予
科
と
し
て
、
一
九
二
〇
年
四
月
に
創
設

さ
れ
た
（
吉
川
秀
雄
ほ
か
編
『
第
一
早
稲
田
高
等
学
院
創
立
二
十
周
年
記
念
誌
』
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一
九
四
〇
年
、
二
頁
）。

（
30
）�「
友
愛
学
舎
」
の
こ
と
。
一
九
〇
八
年
に
大
隈
重
信
の
要
請
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ

の
バ
プ
テ
ス
ト
派
宣
教
師
ベ
ニ
ン
ホ
フ
（
一
八
七
四
～
一
九
四
九
年
）
に
よ
っ
て

創
設
さ
れ
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

（
31
）�

ベ
ニ
ン
ホ
フ
に
つ
い
て
は
、
斉
藤
善
久
「
ベ
ニ
ン
ホ
フ
博
士
と
そ
の
時
代
」（
早

稲
田
奉
仕
園
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
早
稲
田
奉
仕
園
百
年
史
』
二
〇
〇
八
年
）

が
詳
し
い
。
Ｕ
氏
は
、
当
初
親
戚
の
紹
介
す
る
本
郷
の
下
宿
に
入
っ
た
が
、
早
稲

田
付
近
で
ど
こ
か
な
い
か
と
探
し
て
い
た
と
き
、
や
は
り
親
戚
で
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

の
同
志
社
の
先
輩
が
薦
め
て
く
れ
た
も
の
で
、
最
初
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
に
関
心
が

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う（
同
書
、一
〇
七
頁
及
び「
質
疑
応
答
」よ
り
）。

（
32
）�

朴
在
昌
は
平
壌
出
身
で
、
朝
鮮
戦
争
期
に
南
下
し
、
韓
国
に
お
け
る
平
安
南
道
知

事
や
キ
リ
ス
ト
長
老
教
聖
部
教
会
長
老
、
さ
ら
に
二
〇
〇
八
年
時
点
で
韓
国
の
早

稲
田
大
学
同
窓
会
顧
問
を
務
め
た
。前
掲『
早
稲
田
奉
仕
園
百
年
史
』に「
一
九
三
八

～
四
二
年
」
と
い
う
一
文
を
寄
せ
、
そ
こ
で
、「
同
時
代
の
舎
友
・
Ｕ
早
大
教
授

が
生
存
中
に
は
私
的
交
流
が
あ
り
ま
し
た
」（
一
六
九
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
な

お
、
一
九
三
六
年
の
在
内
地
朝
鮮
人
六
九
万
五
〇
一
人
中
、「
学
生
生
徒
」（
小
学

児
童
は
別
掲
）
は
七
八
一
〇
人
、
そ
の
う
ち
東
京
に
は
四
三
一
六
人
い
た
（
内

務
省
警
察
局
編
『
社
会
運
動
の
状
況
』
八
、一
九
三
六
年
、
付
表
、
三
一
書
房
、

一
九
七
二
年
よ
り
）。

（
33
）�

曺
晩
植
先
生
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
、
朴
在
昌
前
掲
に
、「
恩
師
で
あ
る
古
堂
曺

晩
植
先
生
紀
念
事
業
会
（
社
団
法
人
）
を
設
立
し
、
去
る
二
〇
〇
六
年
一
月
二
〇

日
に
創
立
三
〇
周
年
記
念
行
事
を
終
え
ま
し
た
」（
一
七
〇
頁
）
と
あ
る
。

（
34
）�

ソ
ウ
ル
明
洞
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
明
洞
聖
堂
で
、
一
八
九
八
年
に
建
設
さ
れ
た
。

（
35
）�

金
興
浩
は
早
稲
田
大
学
法
学
部
に
留
学
、
一
九
四
四
年
卒
。
韓
国
梨
花
女
子
大
学

校
の
「
校
牧
」
と
な
っ
た
。
Ｕ
氏
は
『
篠
崎
茂
穂　

人
と
信
仰
』（
篠
崎
茂
穂
先

生
記
念
文
集
刊
行
会
、
一
九
九
一
年
）
に
「
篠
崎
先
生
ヨ
リ
聞
カ
サ
レ
視
セ
ラ
レ

タ
モ
ノ
」
と
い
う
一
文
を
寄
せ
（
一
三
八
～
一
三
九
頁
）、ま
た
岩
波
哲
男
編
『
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
早
稲
田
大
学
基
督
教
青
年
会
百
年
側
面
史
』
の
増
補
再
版

（
二
〇
〇
七
年
）
に
「
出
会
い
は
国
境
を
超
え
て
」
と
い
う
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事

（
一
九
八
七
年
二
月
実
施
）
が
掲
載
さ
れ
、
信
愛
学
舎
に
お
け
る
日
本
人
の
ま
じ

め
さ
や
Ｕ
氏
な
ど
と
の
友
情
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
（
六
九
～
八
二
頁
）。

（
36
）�

早
稲
田
大
学
に
お
け
る
朝
鮮
人
留
学
生
に
つ
い
て
は
、
裵
姈
美
「
李
相
百
、
帝
国

を
生
き
た
植
民
地
人

－

早
稲
田
と
い
う
『
接
触
領
域
』
に
着
目
し
て
」（
李
成
市
・

劉
傑
編
著
『
留
学
生
の
早
稲
田
：
近
代
日
本
の
知
の
接
触
領
域
』
早
稲
田
大
学
出

版
部
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
の
こ
と
。
そ
こ
で
は
、
一
九
四
〇
年
の
卒
業
生
は

二
六
七
人
で
、財
界
（
七
一
人
）・
官
公
吏
（
六
二
人
）・
一
般
会
社
（
四
七
人
）・

教
育
（
三
九
人
）
な
ど
に
就
職
し
て
い
る
（
た
だ
し
財
界
・
一
般
会
社
と
い
っ
て

も
自
営
業
が
多
か
っ
た
と
い
う
、
同
書
二
二
〇
頁
）。

（
37
）�

一
九
三
六
年
に
友
愛
学
舎
に
入
寮
し
た
前
後
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ま
た
戦
後
の
信

愛
学
舎
の
再
建
に
尽
力
し
た
件
に
つ
い
て
、
Ｕ
氏
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
発

言
し
て
い
る
（「
戦
時
下
の
友
愛
学
舎
と
青
年
会
」
一
九
八
二
年
一
〇
月
二
三
日
、

「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
館
信
愛
学
舎
再
建
へ
」
一
九
八
五
年
七
月
一
九
日
、
前
掲
『
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
早
稲
田
大
学
基
督
教
青
年
会
百
年
側
面
史
』
一
〇
三
～
一
三
〇

頁
、
二
八
五
～
三
〇
七
頁
）。

（
38
）�

阿
部
賢
一
（
一
九
〇
〇
～
一
九
七
二
年
）
は
同
志
社
中
学
か
ら
早
稲
田
大
学
政

経
学
部
卒
、
同
志
社
大
学
法
学
部
、
早
稲
田
大
学
政
経
学
部
教
授
を
歴
任
。
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一
九
三
七
年
、
岳
父
徳
富
蘇
峰
の
関
係
で
大
阪
毎
日
新
聞
経
済
部
長
に
就
任
。
戦

後
産
経
新
聞
主
幹
（
一
九
四
七
年
公
職
追
放
）
を
経
て
、
早
稲
田
大
学
に
復
帰
、

総
長
を
務
め
る
（
一
九
六
四
～
一
九
七
二
年
）。
主
要
著
作
に
『
財
政
学
』
上
・
下
、

改
造
社
、
一
九
二
九
、三
〇
年
な
ど
（『
阿
部
賢
一
先
生
追
悼
式
次
第
』
一
九
八
三

年
九
月
）。
阿
部
は
、
一
九
八
〇
年
に
開
か
れ
た
座
談
会
で
、「
鶴
巻
町
に
あ
っ
た

友
愛
学
舎
で
僕
が
生
活
し
た
の
は
一
年
間
だ
け
で
す
が
、
友
人
が
そ
こ
に
い
た
の

で
、
よ
く
友
愛
学
舎
へ
行
き
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
る
（「
座
談
会　

石
油
工
学

科
の
新
設
と
早
稲
田
奉
仕
園
」『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
第
一
四
巻
、
一
九
八
一

年
七
月
、
一
五
七
頁
）。

（
39
）�

織
田
楢
次
の
朝
鮮
伝
道
に
つ
い
て
は
、
韓
ソ
ク
ヒ
「
織
田
楢
次
と
西
田
昌
一
の
朝

鮮
伝
道
」
飯
沼
二
郎
・
韓
ソ
ク
ヒ
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
朝
鮮
伝
道
』（
日
本
基

督
教
団
出
版
局
、
一
九
八
五
年
）
が
あ
り
、
織
田
は
一
九
二
九
年
に
は
咸
鏡
北
道

で
伝
道
を
行
っ
て
い
る
。

（
40
）�

前
掲
『
第
一
早
稲
田
高
等
学
院
創
立
二
十
周
年
記
念
誌
』
二
二
～
二
三
頁
。
な
お
、

同
じ
こ
ろ
朝
鮮
（
京
城
）
か
ら
高
等
学
院
そ
し
て
理
工
学
部
に
進
ん
だ
人
物
と
し

て
、
総
督
府
官
吏
の
子
供
、
佐
藤
信
愛
が
い
た
（
機
械
工
学
科
）。
京
城
の
中
学

校
に
い
た
時
の
話
を
、「
一
般
的
に
は
特
に
朝
鮮
の
人
を
蔑
視
す
る
傾
向
は
強
か
っ

た
。」「
信
愛
学
舎
に
は
当
時
数
人
の
半
島
の
人
と
一
、二
の
台
湾
の
人
が
い
た
が
、

学
舎
内
の
雰
囲
気
で
は
植
民
地
出
身
だ
か
ら
と
い
っ
て
ば
か
に
す
る
よ
う
な
態
度

を
と
る
人
は
い
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
今
会
っ
て
も
心
か
ら
う
ち
と
け
ら
れ
る
。
彼

ら
の
方
に
も
優
秀
な
人
が
た
く
さ
ん
お
る
」
と
語
っ
て
い
る
（「
戦
時
下
の
信
愛

学
舎
を
中
心
に
」
前
掲
『
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
早
稲
田
大
学
基
督
教
青
年
会
百

年
側
面
史
』
七
〇
～
一
〇
一
頁
）。

（
41
）�

前
掲
『
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
早
稲
田
大
学
基
督
教
青
年
会
百
年
側
面
史
』

一
一
二
～
一
一
三
頁
。
実
際
に
、
理
工
学
部
の
教
授
で
あ
り
、
早
稲
田
奉
仕
園
の

活
動
で
Ｕ
氏
と
出
会
う
こ
と
に
な
る
山
本
忠
興
教
授
は
、
子
供
向
け
に
『
子
供
電

気
学
』
と
い
う
本
を
出
し
て
い
る
（
同
書
は
、
小
学
生
全
集
第
五
七
巻
と
し
て
、

興
文
社
よ
り
一
九
二
九
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
）。

（
42
）�

前
掲
『
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
早
稲
田
大
学
基
督
教
青
年
会
百
年
側
面
史
』

一
〇
八
頁
。

（
43
）�

前
掲
「
座
談
会　

石
油
工
学
科
の
新
設
と
早
稲
田
奉
仕
園
」
一
五
八
頁
。
布
施
は
、

一
九
四
五
年
に
理
工
学
部
機
械
工
学
科
に
入
学
し
、
友
愛
学
舎
の
舎
生
と
な
り
、

そ
の
後
同
舎
に
勤
務
し
た
と
い
う
。

（
44
）�

篠
崎
茂
穂
・
信
愛
学
舎
舎
監
の
「
二
、
三
の
思
い
出
」（『
信
愛
学
舎
創
立
五
〇

周
年
記
念
文
集
』
一
九
六
六
年
、
前
掲
『
篠
崎
茂
穂   

人
と
信
仰
』
三
九
五
～

三
九
六
頁
に
再
掲
）
に
、「
韓
圭
鐘
君
が
早
大
学
生
の
卒
業
送
別
会
で
祝
詞
を
述

べ
た
際
韓
国
の
独
立
に
言
及
し
た
と
云
う
の
で
」戸
塚
警
察
署
が
韓
君
を
抑
留
し
、

自
分
も
特
高
課
長
か
ら
呼
び
出
し
を
受
け
た
、
と
い
う
こ
と
を
書
い
て
い
る
。
な

お
「
信
愛
学
舎
」
は
、
早
稲
田
大
学
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
本
拠
の
寮
と
し
て
、「
聖
書
を

媒
介
と
し
て
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
運
動
を
担
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
一
九
一
六
年

に
創
設
さ
れ
た
。
一
九
二
〇
年
代
に
は
、
山
本
忠
興
理
工
学
部
教
授
を
中
心
に
、

土
居
誉
雄
理
事
、
学
生
で
あ
っ
た
「
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
な
」
篠
崎
茂
穂
（
後
に

舎
監
と
な
る
）、「
無
教
会
の
伝
統
を
受
け
継
い
だ
」
酒
枝
義
雄
、「
熱
心
派
の
」

名
取
順
一
な
ど
が
方
向
を
決
定
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
そ
の
際
、「
戦
争
期
に
は
、

中
国
、
韓
国
か
ら
の
若
干
の
留
学
生
と
の
交
流
が
あ
っ
た
」
と
い
う
点
も
付
け
加

え
ら
れ
て
い
る
（
岩
波
哲
男
「
早
稲
田
百
年
と
キ
リ
ス
ト
教

－

編
集
後
記
に
か
え
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て

－

」
前
掲
『
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
早
稲
田
大
学
基
督
教
青
年
会
百
年
側
面
史
』

三
一
四
～
三
一
五
、三
二
〇
頁
）。
Ｕ
氏
は
戦
後
に
早
稲
田
大
学
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
副
会
長

か
ら
会
長
を
歴
任
し
て
い
る
。

（
45
）�

山
田
昭
次
「
朝
鮮
人
留
学
生
た
ち
の
民
族
的
苦
悩
と
受
難
」
老
川
慶
喜
・
前
田
一

男
編
著
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
と
戦
争

－

立
教
学
院
の
デ
ィ
レ
ン
マ
』
東
信

堂
、
二
〇
〇
八
年
。

（
46
）�

河
原
典
史
「
朝
鮮
人
学
生
の
留
学
と
就
業

－

立
命
館
大
学
の
場
合
」
前
掲
『
来
日

留
学
生
の
体
験
』
所
収
、
一
六
七
頁
。
原
典
は
立
命
館
大
学
ウ
リ
同
窓
会
『
玄
界

灘
』
四
、一
九
八
二
年
、
一
八
頁
。
な
お
、
石
原
莞
爾
の
東
亜
連
盟
運
動
に
お
け

る
「
朝
鮮
独
立
論
」
に
つ
い
て
は
、
松
田
利
彦
「
植
民
地
末
期
朝
鮮
に
お
け
る
あ

る
転
向
者
の
運
動

－

姜
永
錫
と
日
本
国
体
学
・
東
亜
連
盟
運
動

－

」（『
人
文
學
報
』

七
九
、一
九
九
七
年
三
月
）
に
お
い
て
、
必
ず
し
も
額
面
通
り
で
な
か
っ
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
47
）�「
植
民
地
下
新
義
州
在
住
日
本
人
の
異
文
化
接
触
」
戸
上
宗
賢
編
著
『
交
錯
す
る

国
家
・
民
族
・
宗
教　

移
民
の
社
会
適
応
』
不
二
出
版
、
二
〇
〇
一
年
。

（
48
）�

そ
の
一
方
で
、
朝
鮮
憲
兵
隊
司
令
部
が
編
纂
し
た
『
朝
鮮
同
胞
に
対
す
る
内
地
人

反
省
資
録
』（
一
九
三
三
年
）
に
記
載
さ
れ
た
よ
う
な
、
露
骨
な
差
別
感
や
差
別

的
言
動
を
行
う
内
地
人
も
い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
無
意
識
の
う

ち
に
そ
う
し
た
行
動
を
と
っ
て
い
た
も
の
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
き
む
ら　

け
ん
じ
・
下
関
市
立
大
学
名
誉
教
授
）
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Study in Mainland Japan on the Second or Third Generations of 
Japanese Businessmen in Colonial Korea

KIMURA Kenji

Abstract

　　 This article aims to examine the educational environment of the second or third 

generations of the more than 700,000 Japanese people who lived in Korea in 1940, and the 

nature of their contact with mainland Japan in search of higher education.

　　 The target of consideration is Nagasaki prefecture, which had the largest number of 

people entering Korea in the first stage of the Meiji era.  The subjects under consideration 

are the children of indigenous businessmen.  I aspire to clarify their goal in studying in Japan 

as well as what they gained from this experience.

　　 The results showed that, first, the number of second or third generation Japanese 

people living in Korea had grown to approximately one third of the total population in 1940.  

Second, as there were few higher education institutions in Korea, an increasing number of 

them strived to go to Japan to study in the mainland of the country.  However, such 

opportunities were only available to the children of wealthy businessmen in Korea.

　　 This article focuses on Mr. U., who attended the old junior high school in Korea and 

studied at a Japanese university.  Along with his higher education, his entrance into a 

Cristian dormitory provided him with a “perspective on human and social affairs” and an 

“awareness of international relations”.  Furthermore, he experienced a strong shock when a 

Korean student who advocated for independence from Japan spoke out.  For Mr. U., this is 

something he could not have achieved during his time in Korea, which embodies the 

significance of studying in Japan.


